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研究成果の概要 

 

本課題は，CO2増加に伴う海洋環境の急激な変化によって生じる生物分布変化が引き起こす生態

系遷移の可能性を素早く検知しさらに正確に予測する技術を開発し，生態系遷移が引き起こす生

態系サービスの変化に伴う社会的リスクを可視化することで，人間社会の持続性と対応力の向上を

実現させることを目的とする。 

これら目的の達成にあたって本研究では主に４つの課題を設定しているが，今年度は課題１では

気候変動環境シミュレータ−システム（MESAS）の開発と構築を行なった。本設備は水温・光量・pH

などが精密に制御可能な複数の水槽からなっており，各種生物を用いた環境変化に対する応答を

網羅的に評価するための設備として用いることが可能となっている。課題２では海水から生物のスト

レスの検出を可能とする環境 RNA技術の構築に向けて多種類の生物が飼育されている水槽実験

から RNA 取得方法を検討した結果，はじめて熱ストレスや酸化ストレス，その他のストレスに関連

するサンゴの RNA 遺伝子を検出することに成功した。課題３では本研究において重要なターゲッ

ト種となっているサンゴにおいて新たに活性酸素種の発生機構などを加えた内部応答プロセスを

モデル化することで，高水温による白化に加え，低水温による白化も再現できるようになった。さら

に課題４においては生物の変化にともなう生態系サービスの変化の解析を行うことを目的とし，生

物分布の社会の認識に関して、地域での保全や利活用に関する行政文書やブログ等を調査し，

特にサンゴと大型海藻のデータを中心に情報の収集整理を行った。これら成果は学会での発表に

加えていくつかの学術論文として公表をした。 
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